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は
じ
め
に

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
令
和
三
年
度
「
能
双
六
」
が
新
蔵
さ
れ
た
。
本
稿
は
こ
の
新
資
料
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
些
か
の
考
察
を
加

え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
本
資
料
の
書
誌
は
、
寸
法
が
縦
三
五
・
〇
㎝
×
横
四
八
・
七
㎝
、
肉
筆
彩
色
一
枚
、
江
戸
時
代
後
期
頃
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

能
の
演
目
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
絵
双
六
で
、
全
三
十
八
マ
ス
、
振
り
出
し
の
マ
ス
を
除
き
、
三
十
七
番
の
能
の
小
道
具
、
面
、
作
り
物
等

が
描
か
れ
て
い
る
。
上
り
の
マ
ス
の
《
式
三
番
》
（
《
翁
》
）
の
み
、
翁
と
三
番
叟
の
舞
姿
が
描
か
れ
る
。

　

同
様
に
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
同
じ
よ
う
な
趣
向
の
双
六
に
は
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
「
能
楽
双
六
」
、
加
賀
本
多
博
物
館
蔵
「
謡

双
六
」
が
あ
る
。
そ
う
し
た
作
品
と
も
比
較
し
て
、
本
資
料
の
特
色
と
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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一　

絵
双
六
と
し
て
の
機
能

　

ま
ず
「
能
双
六
」
が
絵
双
六
と
し
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
縦
に
五
段
、
横
に
八
列
の
マ
ス
が

並
ぶ
の
で
、
以
下
、
上
か
ら
一
～
五
段
、
右
か
ら
１
～
８
列
と
し
て
、
段
と
列
の
数
字
を
並
べ
て
各
マ
ス
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
「
振
り
出

し
」
は
中
央
の
三
４
・
５
に
あ
た
る
「
能
双
六
」
と
書
か
れ
た
マ
ス
で
、
そ
こ
に
「
一　

高
砂
」
「
二　

大
会
」
「
三　

蝉
丸
」
「
四　

蟻
通
」

「
五　

柏
崎
」
「
六　

安
宅
」
と
あ
り
、
出
た
犀
の
目
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
に
飛
ん
で
始
め
る
。
各
マ
ス
に
数
字
と
曲
名
が
書
か
れ

て
お
り
、
出
た
賽
の
目
に
よ
り
指
定
の
コ
マ
に
進
む
と
い
う
「
飛
び
双
六
」
で
あ
る
。
全
て
の
数
字
が
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
該
当
す
る
数
字
が
な
い
場
合
は
一
回
休
む
こ
と
に
な
る
。
「
上
り
」
は
上
段
中
央
、
一
４
・
５
に
あ
た
る
《
式
三
番
》
で
あ
る
。
五
段

の
う
ち
、
一
番
上
の
第
一
段
は
進
む
こ
と
の
で
き
る
犀
の
目
が
二
つ
ず
つ
、
二
・
三
・
四
段
目
は
三
つ
ず
つ
、
一
番
下
の
五
段
目
は
四
つ

ず
つ
記
さ
れ
る
。
基
本
的
に
下
か
ら
上
へ
、
多
く
の
場
合
、
同
じ
段
で
の
移
動
と
な
る
が
、
い
く
つ
か
上
の
段
へ
上
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

上
か
ら
下
へ
の
移
動
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
上
り
」
の
《
式
三
番
》
に
つ
な
が
る
の
は
、
両
横
の
コ
マ
一
３
《
道
成
寺
》
と
一
６
《
望
月
》
、

一
８
《
葛
城
》
、
五
１
《
張
良
》
で
あ
る
。
上
の
段
に
進
む
に
し
て
も
、
一
段
か
二
段
上
が
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
《
張
良
》

で
六
の
目
が
出
た
場
合
は
大
当
た
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
《
張
良
》
の
コ
マ
に
進
む
の
は
、
五
４
《
蝉
丸
》
と
五
７
《
大
会
》
だ
が
、
ど

ち
ら
も
振
り
出
し
の
コ
マ
に
あ
る
曲
な
の
で
、
最
短
三
回
で
上
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
遊
戯
と
し
て
あ
ま
り
に
あ
っ
け
な
い
が
、
確
率

と
し
て
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
同
じ
段
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
一
喜
一

憂
し
な
が
ら
楽
し
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
最
初
に
六
が
出
て
《
安
宅
》
か
ら
始
め
て
も
、
さ
ら
に
ま
た
六
が
出
た
ら
《
道
成
寺
》
、

次
に
一
が
出
た
ら
《
式
三
番
》
と
い
う
最
短
の
経
路
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
曲
の
内
容
と
、
進
む
経
路
と
の
間
に
は
、
特
に
関
連
性
は
見

い
だ
せ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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さ
ま
ざ
ま
に
進
む
経
路
を
辿
っ
て
み
る
と
、
《
邯
鄲
》
と
《
不
二
太
鼓
》
の
二
箇
所
に
「
う
た
占
」
の
指
示
が
見
え
る
こ
と
に
気
付
く
。

し
か
し
こ
の
双
六
に
は
《
歌
占
》
の
マ
ス
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
、
一
度
も
指
示
さ
れ
な
い
、
進
む
経
路
に
含
ま
れ
な
い
曲
が
な
い
か
と

探
し
て
み
る
と
、
左
上
の
一
８
《
葛
城
》
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
《
葛
城
》
と
隣
の
《
葵
上
》
の
マ
ス
は
一
度
破
損
し
失

わ
れ
た
部
分
に
紙
を
貼
り
修
復
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
修
復
し
た
際
に
《
歌
占
》
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
《
葛
城
》
と
誤
っ

て
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
《
葛
城
》
の
コ
マ
に
描
か
れ
た
絵
柄
は
、
弓
と
幣
で
あ
る
。
し
か
し
《
葛
城
》
に
は
こ
れ
ら
の
道
具
は
用
い
ら
れ
な
い
。
能

《
葛
城
》
の
内
容
は
、
旅
の
山
伏
（
ワ
キ
）
が
雪
の
中
で
柴
を
携
え
た
女
と
出
会
い
、
そ
の
家
に
も
て
な
さ
れ
、
女
が
山
伏
に
祈
祷
を
頼
む

が
、
そ
の
正
体
は
葛
城
明
神
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
道
具
と
し
て
は
、
例
え
ば
国
立
能
楽
堂
蔵
「
宝
生
流
能
作
物
図

）
1
（

」
雪

を
か
ぶ
っ
た
笠
、
負
イ
柴
、
萩
の
枝
が
、
同
所
蔵
「
能
作
物
・
道
具
図

）
2
（

」
に
は
や
は
り
雪
を
か
ぶ
っ
た
笠
、
木
の
枝
、
天
冠
に
付
け
る
葛

の
蔓
が
描
か
れ
る
。

　

こ
の
コ
マ
が
《
葛
城
》
を
示
さ
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
元
は
《
歌
占
》
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
描
か

れ
る
の
は
《
歌
占
》
の
小
道
具
で
も
な
い
。
歌
占
と
は
、
弓
の
弦
に
歌
を
記
し
た
短
冊
を
つ
け
、
こ
れ
を
引
か
せ
て
歌
の
意
味
か
ら
吉
凶

を
占
う
こ
と
で
、
能
《
歌
占
》
で
も
「
短
冊
付
キ
ノ
弓
」
が
小
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
弓
の
弦
の
部
分
に
複
数
の
短
冊
が
付
け
ら
れ

る
も
の
で
、
や
は
り
前
掲
「
宝
生
流
能
作
物
図
」
に
は
、
「
弓
四
尺
」
と
長
さ
が
示
さ
れ
、
「
短
冊
五
枚
に
て
も
七
枚
に
て
も
」
と
あ
る
。

《
葛
城
》
の
コ
マ
に
描
か
れ
る
弓
と
幣
は
、
こ
の
「
短
冊
付
キ
ノ
弓
」
を
誤
解
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
双
六
の
左
上
の
部
分
が

破
損
し
、
修
復
す
る
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
だ
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
弓
に
多
く
の

短
冊
が
つ
い
た
も
の
、
と
い
う
記
憶
か
記
録
に
基
づ
い
て
再
現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
弓
の
先
の
部
分
は
残
っ
て
い
る
の

で
、
書
き
足
し
て
再
現
し
た
も
の
の
、
短
冊
を
ど
う
書
き
加
え
る
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
曲
名
も
分
か
ら
な
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く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
《
葛
城
》
の
替
え
の
演
出
で
は
幣
が
出
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
描
か
れ
た
幣
か
ら
《
葛
城
》
と
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
《
葛
城
》
の
コ
マ
に
進
む
経
路
は
な
く
、
ま
た
《
歌
占
》
が
出
た
時
点
で
移
動
先
が
な
く
な
り
、
遊
戯
は
成
立
し
な
い
。

こ
の
修
復
が
行
わ
れ
た
頃
に
は
、
実
際
に
遊
戯
に
使
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

二　

描
か
れ
る
能
の
演
目

　

で
は
次
に
、
こ
の
「
能
双
六
」
に
採
ら
れ
る
能
の
演
目
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
各
段
ご
と
に
右
か
ら
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。 

（
本
来
は
《
歌
占
》
）

　
　

一
段　

１
《
唐
船
》
２
《
邯
鄲
》　
３
《
道
成
寺
》　
４
・
５
《
式
三
番
》　　　
６
《
望
月
》　　
７
《
葵
上
》
８
《
葛
城
》

　
　

二
段　

１
《
鉢
木
》
２
《
松
風
》　
３
《
文
学
》　　
４
《
忠
則
》　
５
《
桜
川
》
６
《
不
二
太
鼓
》
７
《
海
士
》
８
《
小
鍛
治
》

　
　

三
段　

１
《
箙
》　
２
《
三
輪
》　
３
《
井
筒
》　　
４
・
５
（
振
り
出
し
）　　
６
《
石
橋
》　　
７
《
熊
野
》
８
《
実
盛
》

　
　

四
段　

１
《
安
宅
》
２
《
柏
崎
》　
３
《
自
然
居
士
》
４
《
楊
貴
妃
》
５
《
鉄
輪
》
６
《
野
守
》　　
７
《
是
界
》
８
《
高
砂
》

　
　

五
段　

１
《
張
良
》
２
《
放
下
僧
》
３
《
蟻
通
》　　
４
《
蝉
丸
》　
５
《
綱
》　
６
《
道
明
寺
》　
７
《
大
会
》
８
《
融
》

　

こ
れ
ら
の
曲
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
演
能
記
録
を
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
連
歌
・

演
能
・
雅
楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

）
3
（

」
に
よ
り
調
べ
る
と
、
《
高
砂
》
（
七
三
七
件
）
、
《
三
輪
》
（
三
四
二
件
）
、
《
道
成
寺
》
（
二
六
九
件
）
な
ど
上

演
回
数
も
多
い
曲
が
多
数
採
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
二
３
《
文
学
》
（
《
文
覚
》
）
は
こ
れ
ら
の
演
能
記
録
に
は
一
度

も
記
録
の
な
い
番
外
曲
で
あ
る
。

　

徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
、
六
代
将
軍
家
宣
の
時
代
に
は
、
多
く
の
稀
曲
が
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
双
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六
に
見
え
る
《
鉢
木
》
《
蝉
丸
》
、
も
と
あ
っ
た
《
歌
占
》
も
そ
の
時
期
に
復
活
し
、
そ
の
後
は
所
演
曲
と
し
て
定
着
し
た
曲
で
あ
る
。
後

の
表
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
演
能
回
数
全
数
、
綱
吉
将
軍
就
任
以
後
の
演
能
回
数
、
そ
の
割
合
を
示
し
た
。
曲
に
よ
り
事
情
は
異
な
る

が
、
綱
吉
以
降
上
演
が
増
え
る
曲
に
は
先
に
挙
げ
た
も
の
以
外
に
《
石
橋
》
《
放
下
僧
》
な
ど
が
あ
る
。
さ
て
《
文
覚
》
も
ま
た
そ
の
時
代

に
復
活
上
演
さ
れ
た
曲
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
演
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
上
演
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
。
た
だ
し
稀
曲
の
上
演
も
多
く
見

ら
れ
る
鳥
取
池
田
藩
の
演
能
記
録
の
中
に
は
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
三
月
二
日
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
十
二
月
二
十
一
日
、
正

徳
三
年
（
一
七
一
三
）
五
月
晦
日
に
演
ぜ
ら
れ
た
記
録
が
見
え
る

）
4
（

。
表
章
氏
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
池
田
藩
の
演
能
も
含
め
、
《
文
覚
》
に
つ
い

て
は
七
例
の
上
演
記
録
が
見
ら
れ
る
と
い
う

）
5
（

。

　

諸
流
の
所
演
曲
を
幕
府
に
提
出
し
た
『
寛
文
元
年
五
座
諸
流
演
目
書
上

）
6
（

』
に
全
く
見
え
な
い
曲
は
《
文
学
》
と
《
蝉
丸
》
の
み
、
『
享
保

九
年
書
上

）
7
（

』
で
は
《
蝉
丸
》
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
唯
一
書
上
に
も
見
え
な
い
の
が
《
文
学
》
で
あ
る
。

　
《
文
覚
》
は
《
六
代
》
と
も
《
六
代
文
覚
》
と
も
さ
れ
る
曲
で
あ
る
。
元
禄
二
年
版
三
百
番
外
百
番
ほ
か
、
複
数
の
番
外
謡
本
が
残
る
。

平
維
盛
の
子
の
六
代
御
前
が
、
北
条
時
政
（
ワ
キ
）
に
捕
え
ら
れ
駿
河
千
本
松
原
で
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、
文
覚
（
シ
テ
）
が
頼
朝
の

赦
免
状
を
受
け
て
か
け
つ
け
、
六
代
を
助
け
る
と
い
う
内
容
の
作
品
で
あ
る
。

　

江
戸
初
期
成
立
と
さ
れ
る
能
型
付
で
あ
る
『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付

）
8
（

』
に
は
《
文
学
》
の
詳
細
な
型
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
《
文
学
》

の
型
付
の
中
で
、
後
ジ
テ
（
文
覚
）
登
場
場
面
に
、

　
　

文
学
出
る
。
シ
テ
、
水
衣
。
大
口
。
角
ぼ
う
し
、
前
に
替
て
き
る
。
守
懸
る
。
む
ち
、
腰
に
さ
す
。
笠
を
き
る
。

と
あ
り
、
「
笠
」
を
着
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
そ
の
後
に
六
代
を
救
う
場
面
で
、

　
　

さ
て
御
教
書
袋
を
取
、
時
政
に
や
る
。
受
取
、
文
を
脇
持
。
…
（
中
略
）
…
シ
テ
柱
ノ
前
に
て
、
脇
文
よ
む
。

と
あ
り
、
文
覚
が
渡
し
た
「
文
」
を
ワ
キ
（
時
政
）
が
読
む
と
い
う
所
作
が
あ
る
。
《
文
学
》
の
コ
マ
に
描
か
れ
る
「
菅
笠
」
「
文
」
は
、
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確
か
に
《
文
学
》
で
使
わ
れ
る
道
具
な
の
で
あ
る
。

　

藤
岡
道
子
氏
は
こ
の
型
付
に
《
文
学
》
を
は
じ
め
と
す
る
稀
曲
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

　
　

 

元
禄
期
前
後
に
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
稀
曲
復
活
の
機
運
に
乗
じ
て
復
活
さ
れ
た
ら
し
い
曲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
に
つ
い
て
は
、
…

（
中
略
）
…
巻
五
㉙
文
学
な
ど
の
よ
う
に
長
文
の
も
の
も
あ
り
、
…
（
中
略
）
…
一
～
三
行
程
度
の
も
の
も
あ
る
。
入
手
経
路
や
入
手

時
期
が
一
定
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
『
岡
家
蔵
江
戸
初
期
能
型
付
』
の
原
編
纂
時
期
と
考
え
ら
れ
る
江
戸
初
期
に
収
集
さ
れ
た

か
も
不
明
で
あ
る
。
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
稀
曲
復
活
に
呼
応
し
て
、
そ
の
時
代
に
収
集
さ
れ
た
も
の
が
増
補
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

と
し
て
い
る

）
9
（

。

　
「
能
双
六
」
の
成
立
も
《
文
学
》
な
ど
が
復
曲
さ
れ
た
時
期
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
所
演
曲
と
し
て
は
定
着
し
な

か
っ
た
《
文
学
》
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
双
六
の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
ろ
う
。
あ
え
て
こ
の
曲
を
入
れ
る
こ
と
は
、
作
成
を
依
頼
し

た
人
物
の
希
望
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
そ
の
理
由
が
解
明
で
き
れ
ば
制
作
の
意
図
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
な

が
ら
現
在
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
解
明
す
る
根
拠
を
持
た
な
い
。

　

な
お
、
《
忠
度
》
を
《
忠
則
》
、
《
羅
生
門
》
を
《
綱
》
と
表
記
す
る
こ
と
は
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
が
（
ど
ち
ら
も
『
岡
家
本
江
戸
初
期

能
型
付
』
と
も
共
通
す
る
）
、
《
富
士
太
鼓
》
を
《
不
二
太
鼓
》
と
表
記
す
る
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
「
享
保
六
年
書
上

）
10
（

」
で
金
剛
座
の
所

演
曲
の
中
に
「
不
二
太
鼓
」
の
表
記
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
基
づ
い
た
資
料
、

流
派
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
留
意
し
て
お
き
た
い
。
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三　
「
能
楽
双
六
」
「
謡
双
六
」
と
の
比
較

　

室
町
時
代
の
浄
土
双
六
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
絵
双
六
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
一
枚
摺
り
の
絵
双
六
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
歌
舞
伎
の
役
者
な
ど
を
仕
立
て
た
も
の
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
能
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、

東
京
都
立
図
書
館
蔵
の
「
高
砂
小
謡
廻
双
六
」
「
新
略
謡
番ば

ん

与く
み

双
六

）
11
（

」
の
二
点
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
近
代
に
入
る
と
、
国
立
能
楽
堂

所
蔵
「
諸
流
能
楽
寿
語
録
」
（
木
版
画
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
、
江
島
書
店
刊
（
再
版

）
12
（

）
）
な
ど
が
あ
る
。
今
後
こ
れ
ら
の
双
六
も

含
め
調
査
し
て
い
き
た
い
が
、
本
稿
で
は
「
能
双
六
」
同
様
に
能
（
狂
言
）
を
そ
の
使
用
す
る
道
具
や
作
り
物
等
で
表
現
す
る
と
い
う
手

法
を
採
る
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
「
能
楽
双
六
」
と
加
賀
本
多
博
物
館
蔵
「
謡
双
六
」
に
限
定
し
て
比
較
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
「
能
楽
双
六
」

　

縦
三
〇
・
四
㎝
×
横
一
八
・
二
㎝
だ
が
、
三
つ
に
折
り
た
た
ん
で
表
と
裏
に
厚
紙
を
貼
っ
た
大
き
さ
で
、
広
げ
る
と
縦
横
と
も
一
〇
〇

㎝
を
超
え
る
大
き
さ
で
あ
る
。
令
和
三
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
『
小
道
具
か
ら
見
る
能
』
の
図
録

）
13
（

に
小
田
幸
子
氏
の
資
料
解
説
が
あ
り

「
肉
筆
彩
色
入
り
の
双
六
。
厚
手
斐
楮
紙
交
漉
紙
」
ま
た
「
筆
者
不
明
」
と
す
る
。
全
三
十
八
コ
マ
。
採
ら
れ
る
曲
は
以
下
の
能
十
九
番

（
ほ
か
に
狂
言
十
六
番
）
（
傍
線
は
「
能
双
六
」
と
重
な
る
曲
）

　
　

 《
翁
》（
千
歳
）（
三
番
叟
）《
高
砂
》《
松
風
》《
望
月
》《
放
下
僧
》《
小
督
》《
烏
帽
子
折
》《
鞍
馬
天
狗
》《
安
宅
》《
井
筒
》《
舟
弁
慶
》

《
熊
野
》
《
芦
刈
》
《
道
成
寺
》
《
是
界
》
《
邯
鄲
》
《
石
橋
》
《
鉢
木
》
《
猩
々
》 

　

右
下
の
コ
マ
の
能
舞
台
の
図
が
振
り
出
し
で
、
そ
の
左
に
「
翁
」
「
千
歳
」
「
三
番
叟
」
の
コ
マ
が
続
く
。
基
本
的
に
は
回
り
な
が
ら
中

央
の
《
猩
々
》
（
上
り
）
ま
で
進
む
が
、
各
コ
マ
に
記
さ
れ
た
犀
の
目
に
よ
り
、
進
む
コ
マ
が
決
ま
る
。
「
飛
び
双
六
」
と
「
廻
り
双
六
」
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の
要
素
を
併
せ
持
っ
た
「
飛
び
廻
り
双
六
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
《
翁
》
に
始
ま
り
、
最
初
に
脇
能
《
高
砂
》
が
あ
り
、
能
と
狂

言
が
交
互
に
描
か
れ
、
「
上
り
」
は
五
番
目
物
《
猩
々
》
と
、
江
戸
時
代
の
五
番
立
の
番
組
を
意
識
し
て
い
る
も
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
上

り
の
《
猩
々
》
の
み
、
舞
姿
が
描
か
れ
る
が
、
背
景
は
海
辺
の
実
景
で
あ
る
。
「
祝
言　

上
り　

猩
々
」
と
あ
り
、
人
物
の
傍
ら
に
は
盃
が

置
か
れ
る
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
る
能
十
九
番
の
う
ち
十
三
番
は
《
翁
》
（
《
式
三
番
》
）
含
め
、
「
能
双
六
」
と
重
な
る
。
や
は
り
上
演
頻
度
も
高
い
人
気

曲
が
選
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
能
双
六
」
と
比
較
し
た
際
の
「
能
楽
双
六
」
の
特
色
は
、

　
　

・
《
実
盛
》
《
忠
度
》
の
よ
う
な
修
羅
能
（
二
番
目
物
）
が
な
い
こ
と

　
　

・
《
葵
上
》
《
鉄
輪
》
《
野
守
》
の
よ
う
な
鬼
物
、
鬼
女
物
が
少
な
い
こ
と
（
《
道
成
寺
》
の
み
）

と
い
う
二
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
、
「
能
楽
双
六
」
は
祝
言
性
を
意
識
し
た
選
曲
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
加
賀
本
多
博
物
館
蔵
「
謡
双
六
」
能
九
十
四
番
（
ほ
か
に
狂
言
四
十
二
番
）

　

加
賀
藩
に
仕
え
た
家
老
「
加
賀
八
家
」
の
筆
頭
、
本
多
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
縦
一
二
九
・
〇
㎝
×
横
一
二
九
・
七
㎝

）
14
（

の
豪
華
な
双
六

で
あ
る
。
右
下
の
《
翁
三
番
叟
》
（
振
り
出
し
）
か
ら
中
央
の
《
石
橋
》
ま
で
進
む
、
「
廻
り
双
六
」
で
あ
る
。
能
二
、三
番
ご
と
に
狂
言
が

一
番
入
る
。
図
録
『
藩
老
本
多
蔵
品
館

）
15
（

』
の
解
説
お
よ
び
加
賀
本
多
博
物
館
の
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
「
左
へ
ま
わ
り
な
が
ら
自

分
の
止
ま
っ
た
面
に
書
か
れ
た
題
の
謡
曲
を
謡
い
」
コ
マ
を
進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
る
能
は
以
下
の
九
十
四
番
で

あ
る
。
（
ほ
か
に
狂
言
四
十
二
番
）
（
傍
線
は
「
能
双
六
」
と
重
な
る
曲
）

　
　

 《
翁
三
番
叟
》
《
高
砂
》
《
箙
》
《
杜
若
》
《
枕
慈
童
》
《
鉢
木
》
《
小
鍛
治
》
《
養
老
》
《
通
盛
》
《
藤
》
《
鍾
馗
》
《
紅
葉
狩
》
《
蝉
丸
》
《
鶴

亀
》《
忠
度
》《
井
筒
》《
安
宅
》《
鉄
輪
》《
藤
栄
》《
加
茂
》《
熊
坂
》《
熊
野
》《
善
知
鳥
》《
花
筐
》《
鵜
飼
》《
竹
生
島
》《
巴
》《
野
々
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宮
》
《
綾
鼓
》
《
黒
塚
》
《
玉
井
》
《
田
村
》
《
半
蔀
》
《
木
賊
》
《
雷
電
》
《
難
波
》
《
敦
盛
》
《
草
子
洗
》
《
葵
上
》
《
張
良
》
《
蟻
通
》
《
女

郎
花
》
《
葛
城
》
《
殺
生
石
》
《
白
楽
天
》
《
船
橋
》
《
羽
衣
》
《
自
然
居
士
》
《
車
僧
》
《
氷
室
》
《
八
島
》
《
江
口
》
《
望
月
》
《
松
山
鏡
》

《
呉
羽
》
《
盛
久
》
《
芭
蕉
》
《
百
万
》
《
羅
生
門
》
《
歌
占
》
《
邯
鄲
》
《
経
政
》
《
松
風
》
《
夜
討
曾
我
》
《
一
角
仙
人
》
《
桜
川
》
《
金
札
》

《
橋
弁
慶
》
《
三
輪
》
《
三
井
寺
》
《
融
》
《
絵
馬
》
《
清
経
》
《
遊
行
柳
》
《
小
督
》
《
鵺
》
《
嵐
山
》
《
土
蜘
》
《
胡
蝶
》
《
芦
刈
》
《
西
王
母
》

《
頼
政
》
《
東
北
》
《
道
成
寺
》
《
白
髭
》
《
高
野
物
狂
》
《
三
笑
》
《
鶏
龍
田
》
《
雨
月
》
《
実
盛
》
《
大
原
御
幸
》
《
二
人
静
》
《
放
下
僧
》

《
唐
船
》
《
猩
々
》
《
石
橋
》

　
《
翁
三
番
叟
》
に
始
ま
り
、
脇
能
《
高
砂
》
が
続
く
の
は
、
能
研
蔵
「
能
楽
双
六
」
と
も
共
通
し
て
お
り
、
上
り
は
や
は
り
五
番
目
物
の

《
石
橋
》
で
、
や
は
り
五
番
立
の
番
組
を
意
識
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
能
楽
双
六
」
と
は
異
な
り
、
修
羅
能
も
複
数
含
ま
れ
、
曲
籍

に
偏
り
は
な
い
。

　

遠
藤
貴
子
氏
は
「
小
袖
模
様
雛
形
本
に
み
る
謡
曲
意
匠
の
研
究 : 

古
典
文
学
を
資
料
と
し
て

）
16
（

」
の
中
で
、
小
袖
模
様
雛
形
本
と
「
謡
双

六
」
の
意
匠
の
近
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
謡
双
六
」
は
曲
に
よ
っ
て
は
能
に
使
わ
れ
る
面
や
道
具
類
だ
け
で
な
く
、
そ
の
能
の
舞
台
と
な

る
実
景
を
描
い
て
い
る
コ
マ
も
あ
る
。

　
「
能
双
六
」
と
二
十
九
番
が
重
な
り
、
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
《
葛
城
》
と
《
歌
占
》
が
ど
ち
ら
も
含
ま
れ
る
が
、
《
葛
城
》
は
笠
、
負

イ
柴
、
篠
掛
、
《
歌
占
》
は
烏
帽
子
、
短
冊
付
キ
ノ
弓
が
描
か
れ
、
演
出
資
料
と
近
く
、
「
能
双
六
」
と
は
一
致
し
な
い
。

　
「
能
楽
双
六
」
「
謡
双
六
」
と
比
較
す
る
と
「
能
双
六
」
の
み
に
見
ら
れ
る
曲
は
、

  　
《
文
学
》
《
不
二
太
鼓
》
《
海
士
》
《
柏
崎
》
《
楊
貴
妃
》
《
野
守
》
《
道
明
寺
》
《
大
会
》

の
八
番
に
過
ぎ
な
い
。
多
く
、
双
六
の
題
材
と
し
て
共
通
し
た
曲
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
が
、
こ
れ
ら
の
曲
の
選
定
は
、
「
能
双
六
」
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の
特
色
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
豪
華
な
仕
立
て
の
「
能
楽
双
六
」
「
謡
双
六
」
に
比
べ
て
、
「
能
双
六
」
は
寸
法
も
小
さ
く
紙
も
一
般
的
な
楮
紙
で
、
所
有
さ
れ
た

層
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
能
双
六
」
の
よ
う
な
も
の
は
破
損
し
や
す
く
、
残
さ
れ
に
く
い
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
他
に
も
こ
う
い
っ
た

も
の
は
作
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
修
復
し
て
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
見
る
と
、
所
有
者
（
ま
た
は
家
）
に
と
っ
て
思
い
入

れ
の
強
い
大
切
な
品
で
あ
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

四　

能
の
絵
画
資
料
と
し
て
の
資
料
価
値

　

能
や
狂
言
に
関
わ
る
絵
画
資
料
の
研
究
は
、
特
に
近
年
注
目
さ
れ
進
ん
で
き
て
い
る
。
宮
本
圭
造
氏
は
「
能
・
狂
言
と
絵
画
―
描
か
れ

た
能
・
狂
言
の
系
譜

）
17
（

―
」
（
『
能
楽
研
究
』
第
三
十
七
号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
で
能
・
狂
言
と
関
わ
る
絵
画
を
以
下
の
よ
う
な
六
種
類
に

分
類
し
て
い
る
。

　
　

Ａ　

芸
を
伝
え
る
た
め
の
絵
画

　
　

Ｂ　

役
者
の
面
影
を
記
憶
す
る
絵
画

　
　

Ｃ　

風
景
の
一
つ
と
し
て
演
能
を
描
く
絵
画

　
　

Ｄ　

能
・
狂
言
の
舞
台
を
描
く
絵
画

　
　

Ｅ　

能
の
興
行
を
記
録
す
る
絵
画

　
　

Ｆ　

能
の
物
語
を
描
く
絵
画

ま
た
こ
れ
以
外
に
「
能
の
作
品
世
界
の
意
匠
化
や
見
立
て
の
問
題
が
あ
る
」
と
し
、

　
　

 

そ
う
し
た
象
徴
的
景
物
を
用
い
て
能
・
狂
言
を
絵
画
化
し
た
作
品
の
具
体
例
と
し
て
、
能
の
カ
ル
タ
や
双
六
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
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の
多
く
は
大
名
家
や
公
家
の
旧
蔵
品
で
、
過
半
は
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
制
作
ら
し
い
。

と
す
る
。
ま
た
小
林
健
二
氏
は
こ
の
分
類
を
受
け
、

　
　

 

宮
本
氏
は
さ
ら
に
能
楽
を
題
材
と
し
た
カ
ル
タ
や
双
六
な
ど
の
遊
戯
具
も
能
・
狂
言
画
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
が
、

首
肯
さ
れ
る
説
で
Ｇ
と
し
て
立
項
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

と
述
べ
て
い
る

（
1
8
）。

で
は
能
の
絵
画
資
料
と
し
て
見
た
際
に
、
本
資
料
の
資
料
的
価
値
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

本
資
料
で
は
能
の
作
り
物
、
道
具
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
象
徴
と
し
て
描
い
て
い
る
。
宮
本
氏
は
、

　
　

 

能
楽
研
究
所
に
も
、
江
戸
後
期
頃
制
作
の
能
楽
双
六
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
作
り
物
や
面
・
装
束
な
ど
を
描
い
て
、
曲

名
を
暗
示
す
る
手
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
能
・
狂
言
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。

と
す
る
。
「
能
双
六
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
能
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
道
具
に
つ
い
て
は
後
に
ま
と
め
た
が
、
型
付
な
ど
の
演
出

資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
概
ね
そ
れ
ぞ
れ
の
能
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
忠
実
に
描
い
て
い
る
。
作
り
物
や
道
具
、
装
束
、
面
と
い
っ

た
ア
イ
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
特
徴
付
け
ら
れ
る
の
も
能
な
ら
で
は
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
絵
が
何
に
よ
っ
た
も
の
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
演
出
資
料
の
一
つ
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
《
三
輪
》
の
作
り
物
、
《
柏
崎
》
の
持
チ
笹

の
よ
う
に
、
見
慣
れ
な
い
物
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
全
て
を
実
際
に
使
わ
れ
た
道
具
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
他
の
型
付
や
作
り
物
図

な
ど
と
照
合
し
な
が
ら
、
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
「
能
双
六
」
に
《
文
覚
》
の
道
具
が
描

か
れ
る
点
は
、
稀
曲
の
演
出
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
資
料
の
特
色
と
し
て
は
、
能
の
道
具
を
描
い
た
双
六
が
、
「
能
楽
双
六
」
や
「
謡
双
六
」
の
よ
う
な
「
大
名
家
や
公
家
」
の
階
層
に
よ

る
享
受
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
う
少
し
広
い
層
に
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
筆
致
は
「
能

楽
双
六
」
「
謡
双
六
」
に
比
べ
る
と
や
や
稚
拙
で
あ
り
、
と
り
わ
け
面
の
描
写
に
は
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
内
容
に
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目
を
向
け
る
と
、
絵
画
資
料
と
し
て
や
や
不
審
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
実
際
に
使
わ
れ
た
道
具
や
装
束
に
忠
実
に
描
か
れ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
、
絵
画
資
料
と
し
て
の
一
定
の
価
値
は
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
能
双
六
」
各
マ
ス
の
内
容

＊
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
の
内
容
と
描
か
れ
る
道
具
に
つ
い
て
の
考
察
、
丸
数
字
で
出
た
犀
の
目
を
示
し
、
そ
の
移
動
先
を
整
理
し
た
。
同
じ

段
で
の
移
動
が
大
半
で
あ
る
の
で
、
段
を
移
動
す
る
箇
所
の
み
太
字
で
示
し
て
い
る
。

　

作
り
物
、
道
具
、
装
束
等
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
『
岩
波
講
座　

能
・
狂
言
』
別
巻　

能
楽
図
説
（
一
九
九
二
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
っ

た
。

一
１　

唐
船　
　
　
　
　

舟
の
作
り
物
、
櫂
竿

①
一
２　

邯
鄲　

②
一
７　

葵
上

一
２　

邯
鄲　
　
　
　
　

唐
団
扇
、
枕

　

小
道
具
の
枕
は
、
四
角
で
は
な
く
円
筒
形
に
描
か
れ
る
。

①
一
３　

道
成
寺　

②
一
８　

歌
占
（
葛
城
）

一
３　

道
成
寺　
　
　
　
　

前
折
烏
帽
子
、
中
啓

①
一
４
・
５　

式
三
番
（
上
り
）　

②
一
１　

唐
船
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一
４
・
５　

式
三
番
（
翁
）
上
り　
　
　
　
　

翁
、
三
番
叟
の
舞
姿

一
６　

望
月　
　
　
　
　

扇
、
赤
頭

①
一
４
・
５　

式
三
番
（
上
り
）　

②
一
３　

道
成
寺

一
７　

葵
上　
　
　
　
　

打
チ
杖
、
般
若
の
面

①
一
６　

望
月　

②
一
３　

道
成
寺

一
８　

葛
城
（
歌
占
）　　
　
　
　

弓
、
幣

①
五
６　

道
明
寺　

②
一
４
・
５　

式
三
番
（
上
り
）

二
１　

鉢
木　
　
　
　
　

薙
刀
、
鞭

①
二
６　

不
二
太
鼓　

③
二
４　

忠
則　

④
二
８　

小
鍛
冶

二
2　

松
風　
　
　
　
　

風
折
烏
帽
子
、
長
絹

②
二
３　

文
学　

③
二
７　

海
士　

④
一
７　

葵
上

二
３　

文
学　
　
　
　
　

菅
笠
、
文
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③
二
５　

桜
川　

④
二
４　

忠
則　

⑤
二
６　

不
二
太
鼓

二
４　

忠
則　
　
　
　
　

短
冊
付
キ
ノ
矢

②
二
８　

小
鍛
冶　

③
二
６　

不
二
太
鼓　

④
一
１　

唐
船

二
５　

桜
川　
　
　
　
　

掬
イ
綱

②
二
６　

不
二
太
鼓　

③
二
８　

小
鍛
冶　

④
二
７　

海
士

二
６　

不
二
太
鼓　
　
　
　
　

鳥
兜
、
撥

④
二
１　

鉢
木　

⑤
二
４　

忠
則　

⑥
一
８　

歌
占
（
葛
城
）

二
７　

海
士　
　
　
　
　

経
巻
、
竜
戴
、
黒
垂

④
二
２　

松
風　

⑤
二
３　

文
学　

⑥
一
１　

唐
船

二
８　

小
鍛
冶　
　
　
　
　

注
連
横
張
リ
ノ
一
畳
台

③
二
１　

鉢
木　

④
三
２　

三
輪　

⑤
一
７　

葵
上

三
１　

箙　
　
　
　
　

梅
ノ
持
チ
枝
、
梨
子
打
烏
帽
子
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③
三
２　

三
輪　

④
三
６　

石
橋　

⑤
三
８　

実
盛

三
２　

三
輪　
　
　
　
　

小
屋
（
引
回
シ
掛
ケ
）

　

国
立
能
楽
堂
蔵
「
能
作
物
・
道
具
図
」
「
宝
生
流
能
作
物
図
」
に
は
、
杉
の
葉
が
立
て
ら
れ
幣
が
掛
け
ら
れ
た
作
り
物
が
描
か
れ
、
短
冊

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
通
常
《
三
輪
》
の
作
り
物
は
「
杉
立
テ
小
屋
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
引
回
シ
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

前
場
に
お
け
る
作
り
物
を
描
い
た
も
の
か
。

③
三
３　

井
筒　

④
三
７　

熊
野　

⑤
一
２　

邯
鄲

三
３　

井
筒　
　
　
　
　

初
冠
、
若
女
の
面

③
三
７　

熊
野　

④
三
６　

石
橋　

⑤
三
８　

実
盛

三
４
・
５　

振
り
出
し

①
高
砂　

②
大
会　

③
蝉
丸　

④
蟻
通　

⑤
柏
崎　

⑥
安
宅

三
６　

石
橋　
　
　
　
　

牡
丹

②
三
７　

熊
野　

④
三
３　

井
筒　

⑤
一
６　

望
月

三
７　

熊
野　
　
　
　
　

舟
の
作
り
物
、
文
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③
三
１　

箙　

④
三
３　

井
筒　

⑤
二
１　

鉢
木

三
８　

実
盛　
　
　
　
　

三
光
尉
の
面
、
数
珠

③
三
６　

石
橋　

④
三
２　

三
輪　

⑤
二
３　

文
学

四
１　

安
宅　
　
　
　
　

笈
、
金
剛
杖
、
兜
巾

③
三
７　

熊
野　

④
四
３　

自
然
居
士　

⑥
一
３　

道
成
寺

四
２　

柏
崎　
　
　
　
　

持
チ
笹
（
文
、
短
冊
付
）

　

文
と
短
冊
の
付
い
た
持
ち
笹
は
、
例
が
な
い
。

③
四
８　

高
砂　

④
四
７　

是
界　

⑤
三
８　

実
盛

四
３　

自
然
居
士　
　
　
　
　

羯
鼓
、
数
珠

③
四
３　

楊
貴
妃　

④
四
５　

鉄
輪　

⑤
三
８　

実
盛

四
４　

楊
貴
妃　
　
　
　
　

中
啓
、
天
冠

③
四
６　

野
守　

④
四
８　

高
砂　

⑤
二
７　

海
士
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四
５　

鉄
輪　
　
　
　
　

幣
、
鬘

③
四
７　

是
界　

④
四
８　

高
砂　

⑤
四
２　

柏
崎

四
６　

野
守　
　
　
　
　

杖
、
鏡

③
四
４　

楊
貴
妃　

④
四
１　

安
宅　

⑤
三
２　

三
輪

四
７　

是
界　
　
　
　
　

篠
掛
、
数
珠

③
四
８　

高
砂　

④
四
３　

自
然
居
士　

⑤
三
７　

熊
野

四
８　

高
砂　
　
　
　
　

杉
箒
、
サ
ラ
エ

③
四
６　

野
守　

④
二
１　

鉢
木　

⑤
二
４　

忠
則

五
１　

張
良　
　
　
　
　

経
巻
、
沓

③
五
２　

放
下
僧　

④
五
３　

蟻
通　

⑤
五
５　

綱　

⑥
一
４
・
５　

式
三
番
（
上
り
）

五
２　

放
下
僧　
　
　
　
　

払
子
ニ
団
扇
付
キ
ノ
拄
杖

③
五
４　

蝉
丸　

④
五
８　

融　

⑤
五
７　

大
会　

⑥
五
６　

道
明
寺
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五
３　

蟻
通　
　
　
　
　

長
柄
傘
、
火
綿
付
キ
ノ
松
明

③
四
１　

安
宅  

④
五
５　

綱　

⑤
五
４　

蝉
丸　

⑥
五
８　

融

五
４　

蝉
丸　
　
　
　
　

琵
琶

③
五
１　

張
良　

④
五
７　

大
会　

⑤
四
７　

是
界  

⑥
五
６　

道
明
寺

五
５　

綱
（
羅
生
門
）　　
　
　
　

打
チ
杖
、
黒
頭
、
鍬
形

③
五
７　

大
会　

④
五
６　

道
明
寺　

⑤
五
８　

融　

⑥
五
４　

蝉
丸

五
６　

道
明
寺　
　
　
　
　

中
啓
、
木

樹

③
五
８　

融　

④
四
８　

高
砂  

⑤
五
７　

大
会　

⑥
五
３　

蟻
通

五
７　

大
会　
　
　
　
　

羽
団
扇
、
数
珠

③
五
２　

放
下
僧　

④
五
１　

張
良　

⑤
五
３　

蟻
通　

⑥
四
３　

自
然
居
士

五
８　

融　
　
　
　
　

田
子

③
五
４　

蝉
丸　

④
五
７　

大
会　

⑤
四
２　

柏
崎  

⑥
一
３　

道
成
寺
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注（
1
） 『
国
立
能
楽
堂
収
蔵
資
料
図
録
〈
１
〉　

文
献
・
絵
画
Ⅰ
』
（
二
〇
〇
一
年
・
国
立
能
楽
堂
）

（
２
）
注
（
1
）
に
同
じ
。

（
3
）
「
元
禄
御
能
組
」
「
古
乃
御
能
組
」
「
大
坂
勧
進
能
番
組
」
「
寛
文
御
能
組
」
「
寛
永
雑
記
」
「
将
軍
宣
下
能
番
組
」
「
尾
張
藩
招
待
能
番
組
」
「
尾
張
藩
能

組
」
「
御
城
御
能
諸
家
能
囃
子
之
扣
」
「
御
城
諸
家
御
能
組
」
「
日
光
仙
洞
御
能
組
」
「
日
光
御
社
参
祝
儀
御
能
組
」
「
江
戸
初
期
能
組
控
え
」
「
能
之
留

帳
」
「
薪
能
」
「
触
流
し
御
能
組
」
に
基
づ
く
。

（
4
）
田
中
貢
・
永
井
猛
「
鳥
取
池
田
藩
演
能
記
録
―
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
分
―
」
『
藝
能
史
研
究
』
一
三
三
号
（
一
九
九
六
年
四
月
・
藝
能
史
研
究
會
）

 

永
井
猛
「
鳥
取
池
田
藩
演
能
記
録
―
宝
永
八
年
・
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
分
―
」
『
藝
能
史
研
究
』
一
八
四
号
（
二
〇
〇
九
年
一
月
・
藝
能
史
研
究

會
）

（
5
）
表
章
「
能
の
変
貌
―
演
目
の
変
遷
を
通
し
て
―
」
『
中
世
文
学
』
35
号
（
一
九
九
〇
年
六
月
・
中
世
文
学
会
）

（
6
）
注
（
5
）
に
よ
る
。

（
7
）
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編　

能
楽
資
料
集
成
７
『
萬
聞
書
』
（
一
九
七
七
年
・
わ
ん
や
書
店
）

（
8
）
藤
岡
道
子
編
『
岡
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
（
二
〇
〇
七
年
・
和
泉
書
院
）

（
9
）
注
（
8
）
解
題

（
10
）
藝
能
史
研
究
會
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

三　

能
』
（
一
九
七
八
年
・
三
一
書
房
）

（
11
）
東
京
都
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
12
）
『
国
立
能
楽
堂
収
蔵
資
料
図
録
〈
２
〉　

文
献
・
絵
画
Ⅱ
』
（
二
〇
〇
一
年
・
国
立
能
楽
堂
）

（
13
）
令
和
三
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展
『
小
道
具
か
ら
見
る
能
』
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
・
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）

（
14
）
加
賀
本
多
博
物
館
に
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
15
）
『
藩
老
本
多
蔵
品
館
』
（
藩
老
本
多
蔵
品
館
）

（
16
）
二
〇
一
七
年
博
士
論
文
（
筑
波
大
学12102

甲
第8418

号
）

（
17
）
『
能
楽
研
究
』
第
三
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
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（
18
）
小
林
健
二
『
描
か
れ
た
能
楽
―
芸
能
と
絵
画
が
織
り
な
す
文
化
史
』
「
序　

能
楽
の
絵
画
資
料
研
究
を
拓
く
」
（
二
〇
一
九
年
・
吉
川
弘
文
館
）

〈
参
考
文
献
〉

増
川
宏
一　

も
の
と
人
間
の
文
化
史　

79
―
Ⅱ
『
す
ご
ろ
く
Ⅱ
』
（
一
九
九
五
年
・
法
政
大
学
出
版
局
）

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
入
江
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
絵
双
六
』
（
二
〇
〇
六
年
・
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
）

桝
田
静
代
『
絵
双
六
―
そ
の
起
源
と
庶
民
文
化
』
（
二
〇
一
四
年
・
京
阪
奈
情
報
教
育
出
版
）

中
前
正
志
「
『
列
僊
寿
娯
禄
』
が
仕
掛
け
た
説
話
の
擬
似
体
験
―
付
、
〈
粗
描
〉
久
米
仙
人
墜
落
説
話
利
用
略
史
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
国
文
論
藻
』
第
十
六
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
・
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

〈
付
記
〉

　

今
回
の
短
期
間
の
調
査
で
は
、
絵
双
六
に
関
し
て
も
能
の
演
出
資
料
に
関
し
て
も
、
全
て
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
不

十
分
な
考
察
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
、
ま
ず
は
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
新
資
料
「
能
双
六
」
を
広
く

紹
介
し
、
能
の
絵
画
資
料
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
教
示
い
た
だ
い
た
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
加
賀
本
多
博
物
館
、
絵
画
資
料
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
藤
岡
道
子
氏
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
急
逝
さ
れ
た
山
﨑
（
正
木
）
ゆ
み
教
授
に
は
、
同
じ
芸
能
を
担
当
す
る
者
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
き
、
ま
た
公
私

に
渡
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
稿
を
山
﨑
先
生
の
御
霊
前
に
捧
げ
ま
す
。



京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
能
双
六
」
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「能双六」翻刻

8
列

7
列

6
列

5
列

4
列

3
列

2
列

1
列

　
　

  
一  
道
明
寺

葛
城

　
　

  

二  

式
三
番

　
　

  

一  

望
月

葵
上

　
　

  

二  

道
成
寺

　
　

  

一  

式
三
番

望
月

　
　

  

二  

道
成
寺

　
　

式
三
番

　
　
　

  

一  

式
三
番

 

道
成
寺

　
　
　

  

二  

唐
舟

　
　

  

一  

道
成
寺

邯
鄲

　
　

  

二  

う
た
占

　
　

  

一  

邯
鄲

唐
舟

　
　

  

二  

あ
ふ
ひ
の
上

一
段

　
　
　

  

三  

鉢
木

小
鍛
治  

四  

三
わ

　
　
　

  

五  

葵
上

　
　

  

四  

松
風

海
士  

五  

文
か
く

　
　

  

六  

唐
せ
ん

　
　
　
　

  

四  

鉢
木

不
二
太
鼓  

五  

忠
則

　
　
　
　

  

六  

う
た
占

　
　

  

二  

ふ
し
太
こ

桜
川  

三  

小
か
ち

　
　

  

四  

あ
ま

 　
　

  

二  

小
鍛
治

忠
則  

三  

ふ
し
太
こ

　
　

  

四  

唐
舩

　
　

  

三  

さ
く
ら
川

文
学  

四  

忠
の
り

　
　

  

五  

ふ
し
太
こ

　
　

  

二  

も
ん
学

松
風  

三  

あ
ま

　
　

  

四  

葵
上

　
　

  

一  

ふ
し
太
こ

鉢
木  

三  

忠
則

　
　

  

四  

小
か
ち

二
段

　
　

  

三  

石
橋

実
盛  

四  

三
わ

　
　

  

五  

文
か
く

　
　

  

三  

箙

熊
野  

四  

ゐ
つ
ゝ

　
　

  

五  

は
ち
の
き

　
　

  

二  

熊
野

石
橋  

四  

ゐ
つ
ゝ

　
　

  

五  

望
月

六双能
　
　

  

三  

熊
野

井
筒  

四  

石
橋

　
　

  

五  

さ
ね
も
り

　
　

  

三  

井
筒

三
輪  

四  

ゆ
や

　
　

  

五  

か
ん
た
ん

　

  

三  

三
輪

箙  

四  

石
き
や
う

　

  

五  

さ
ね
も
り

三
段

 

一  

高
砂

 

二  

大
会

 

三  

蝉
丸

 

四  

蟻
通

 

五  

柏
崎

 

六  

安
宅

　
　

  

三  

野
守

高
砂  

四  

鉢
木

　
　

  

五  

忠
則

　
　

  

三  

高
さ
こ

是
界  

四  

自
然
居
士

　
　

  

五  

ゆ
や

　
　

  

三  

楊
貴
妃

野
守  

四  

あ
た
か

　
　

  

五  

三
輪

　
　

  

三  

せ
か
い

鉄
輪  

四  

高
砂

　
　

  

五  

か
し
は
さ
き

　
　
　

  

三  

野
守

楊
貴
妃  

四  

高
さ
こ

　
　
　

  

五  

あ
ま

　
　
　
　

  

三  

楊
貴
妃

自
然
居
士  

四  

か
な
わ

　
　
　
　

  

五  

さ
ね
盛

　
　

  

三  

高
砂

柏
崎  

四  

せ
か
い

　
　

  

五  

実
も
り

　
　

  

三  

ゆ
や

安
宅  

四  

自
然
居
士

　
　

  

六  

道
成
寺

四
段

　

  

三  

せ
み
ま
る

融  

四  

大
会

　

  

五  

か
し
は
さ
き

　

  

六  

道
成
寺

　
　

  

三  

放
下
僧

大
会  

四  

長
良

　
　

  

五  

あ
り
通

　
　

  

六  

自
然
居
士

　
　
　

  

三  

と
を
る

道
明
寺  

四  

高
砂

　
　
　

  

五  

大
ゑ

　
　
　

  

六  

蟻
通

　
　

  

三  

大
会

綱　

  

四  

道
明
寺

　
　

  

五  

と
を
る

　
　

  

六  

蝉
丸

　
　

  

三  

長
良

蝉
丸  

四  

大
ゑ

　
　

  

五  

せ
か
い

　
　

  

六  

道
明
寺

　
　

  

三  

あ
た
か

蟻
通  

四  

つ
な

　
　

  

五  

せ
み
丸

　
　

  

六  

と
を
る

　
　
　

  

三  

せ
み
ま
る

放
下
僧  

四  

と
を
る

　
　
　

  

五  

大
ゑ

　
　
　

  

六  

道
明
寺

　
　

  

三  

放
下
僧

張
良  

四  

蟻
通

　
　

  

五  

つ
な

　
　

  

六  

式
三
番

五
段
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（
本
学
准
教
授
）

曲名 A江戸時代
上演回数

B綱吉以後
上演回数 B/A 寛文書上 享保書上

唐船 41 32 78% ○ ○

邯鄲 167 66 40% ○ ○

道成寺 269 120 45% ○ ○

望月 52 44 85% ○ ○

葵上 220 83 38% ○ ○

葛城 45 33 73% ○ ○

歌占 34 31 91% ○ ○

鉢木 84 60 71% ○ ○

松風 229 78 34% ○ ○

文覚（文学） 0 0 0% × ×

忠度（忠則） 241 119 49% ○ ○

桜川 87 58 67% ○ ○

富士太鼓（不二太鼓） 92 45 49% ○ ○

海士 99 72 73% ○ ○

小鍛治 30 22 73% ○ ○

箙 179 156 87% ○ ○

三輪 342 159 46% ○ ○

井筒 144 53 37% ○ ○

石橋 85 83 98% ○ ○

熊野 285 83 29% ○ ○

実盛 238 90 38% ○ ○

安宅 133 92 69% ○ ○

柏崎 138 51 37% ○ ○

自然居士 247 75 30% ○ ○

楊貴妃 78 26 33% ○ ○

鉄輪 28 21 75% ○ ○

野守 175 69 39% ○ ○

是界 120 79 66% ○ ○

高砂 737 419 57% ○ ○

張良 145 74 51% ○ ○

放下僧 83 76 92% ○ ○

蟻通 41 34 83% ○ ○

蝉丸 28 28 100% × ○

羅生門（綱） 94 43 46% ○ ○

道明寺 19 13 68% ○ ○

大会 40 25 63% ○ ○

融 224 138 62% ○ ○

「能双六」に採られる能の上演回数と書上における状況
江戸時代の上演回数、綱吉将軍就任後の上演回数とその全体におけ

る割合、寛文元年と享保九年の書上に見えるか否かを示した。

（上演回数は演能データベースによる。）


